
● 社
会福

貨奈良市社会福祉協議会 あいでつながる わたしたちのまち奈良

なもし 警
=5‐1,1

日Lヽ|

_1ロ ロ . ., 一 ― ―― ― ― ―

層 ■■■
」|口lr l  _‐ ‐、 _ _■・

ノILニ

1 月
E=■

・
―

＾
１

●

．
　
●

，
Ｌ

・
　
ヽ
■

、

「

″
●

●

．　
　
．●

＾
´

，
‐
　
・

アミーゴ

'コ

ーラスの本番当日の風景

ニニご己
=盤

警
=:昌

畠L由L●ニニL二
=藩

姜言言
=議

議畿己
=“
■
=由=轟

●出■由
“
二畠L“

“
L“.畠

==饉
饉饉菖饉議昌畿轡L=二

=L畠
二
=ニ

ニ
=畠

L==ニニ
=ニ
ニ
=二

畠二
=ニ

⑫ 新年のごあいさつ

第37回奈良市社会福祉協議会総会のご報告

〇 災害につよいまちづくり ～出来ることから始めてみませんか～

⑭ 子どもを真ん中にした地域活動
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「都跡子どもの居場所プロジェクトみあと★フリー 」

令和5年度の賛助会員のご紹介

① ちよこつとワーク0ならはじめました !

一ゴυコーラスの舞台裏 ～オータム・アミーゴ・フィエスタ2023～
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社会福祉法人奈良市社会福祉協議会

会長西谷 忠雄
新年あけましておめでとうございます。

皆さまにおかれましては、令和6年の輝かしい新春を健やかにお迎えのこと

と心よりお慶び申し上げます。

旧年は、本会の活動にご支援とご協力を賜り、人と人がつながり続ける地域

福祉の活動を推し進めていただきましたこと、心より感謝申し上げます。

本年もコロナ禍で顕在化した新たな生活課題への対応や、多様化・複雑化

した福祉課題に対して、さらなる「ひと・ネットワーク・こと・場」づくりの構築を

はかり、職員一丸となって「支え合い、ともに生きる、安心と健康のまちづくり」

を推進してまいります。

皆さまのご健康とご多幸を心から祈念申し上l八 新年のご挨拶とさせていた

だきます。                        ___
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昨年12月 に、奈良県コンベンションセンター天平ホールにて開催された総会では、

来賓の方より祝辞をいただき、本会会長より永年にわたり社会福祉に貢献された100名

と8団体の方々に、表彰状ならびに感謝状が贈呈されました。

また、東京都立大学准教授の室田信一氏より、「ウィズコロナでの奈良の地域福祉の

これから」というテーマで記念講演がありました。
ミ  多

|‖
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1995年の阪神・淡路大震災に多くの市民がボランティア活動に参加したことに

由来し、本会でも、大規模災害発生時において災害ボランティアセンターを設置・

運営をするため、さまざまな取り組みを実施しています。

亀
亀

■ たのしく学ぶ防災講座

【令和5年 10月4日】(於 :奈良市ボランティアセンター)

約20名が参加され、缶詰の□一リングストックなど災害の備えについての

話や、ライフラインが寸断された時でも、少量の水とカセットコンロで調理が

できるパックグッキングの実施など実用的な防災を学ぶ講座となりました。

災害ボランテイア入門セミナー

【令和5年9月 12日】(於 :奈良市ボランティアセンター)

約40名が参加され、災害ボランティアについて、事例を通して何ができ

るのかグループで話し合いました。被災された方が元の生活に戻るために

は、不安な気持ちに寄り添うことが大事であることを学び、活動について

イメージを深めるセミナーとなりました。

災害ボランティアセンター開設運営訓練

【令和5年10月 29日】(於 :奈良市ボランティアセンター)

訓練の参カロ者を一般募集し、30名の方が一緒に訓練をおこないました。

今回は紙媒体の作業を電子化し、ボランティア登録から災害に関する困り

ごとの把握までICTを用いました。このようにボランティアの送り出し等が

円滑にできる仕組みを取り入れたことで、さらに災害対策の強化につなが

QRコードでのボランティア受付の様子 る訓練となりました。
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。自分が災害ボランテイアに行くイメージがもてました。三
・災害時でも温かい食事を作れると分かり、ありがたかつたです。

・ICTの導入について、便利な点と課題点があり、そういう点を

事前に知れた事は非常に今後に繋がるものだと思います。

他にも、令和5年の10月 6日 (福丼市、岐阜市)、 11月 1・ 2日 (倉敷市、

高知市)に各社協との合同研修を実施し、災害支援に関する研鑽や

各社協の取り組みについて協議するなど毎年連携をはかつています。 岐阜市での合同研修の様子

０

，

Ｑ

、

各地で災害が起きている昨今、まずは備蓄などの防災対策や避難経路の確認、

さらに地域の防災訓練に参加することで、いざというときに速やかな対応ができ

るのではないでしょうか。

本会でも災害ボランティアのセミナーや訓練など、市民の方が参加できる取り

組みを、今後も進めていきます。

継
鑢 繭

艤
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奈良市ボランティアセンター TEL 0742‐ 26‐ 2270
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災書につよいまちづく
せんか～め てることか～

今年度の災害支援の取り組み
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「バンビーホームは常に満員」「低学年の子たちが多く、高学年

になると自宅で過ごす子どもたちが増えている」「自宅で子ども

が一人で過ごすことを心配する保護者も多い」そんな子どもたち

が安心して過ごせる居場所が作れないかというのが「みあと★

フリー」のはじまりです。宿題を片付けるだけの場所でなく、家に

居て落ち着かない時に、ちよつとのんびりくつろげる、ゆつたり

過ごせる学校でもない、家庭でもない「もう一つの居場所」です。

対象は小学校2年生から中学生まで。小

中学校の協力により「さくら連絡網」という

メール配信システムで情報を届けています。

基本的には、保護者から事前申し込みの

あつた子どもたちを受け入れています。

地域一体で
日
間わろ、

多様な関係者との

ン八
1(三)メ三〕ル
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朱雀門ひろばでモルック体験

ん中

ネ・ット17-夕が詢ギに:

このプロジェクトは、都跡地区社会福祉協議会

が主体となり、地域の様々な関係団体の方々と

連携・協力しながら活動しています。

例えば、都跡公民館からは「おでかけ図書室」

として毎回本が届けられ、奈良市フードバンクセ

ンターからは、おやつを提供してもらっています。

そらみつキラキラ子ども食堂からは、毎月のイ

ベント情報提供があり、学校の長期休暇中には、

平城宮跡管理センターの協力により平城宮いざ

ない館で特別企画を実施しています。

人気のボードゲームを楽しむ様子

プロジェクト
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都跡地区社協会長
堂上健次氏。
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どんな子どもたちにも参加しやすい場所であることを、

いつも心がけています。また、都跡には世界遺産「古都

奈良の文化財」を構成している平城宮跡があり、そんな

環境が身近にある子どもたちには、『この地域に愛着を

持って育ってほしい』と願うのが、関係者全員の想いです。

今後は、この活動を通じて地域全体で、子どもだけで

なく誰もが支え合える地域づくりへの機運が高まるように

発展させていきたいです。

(11月 末日現在、ご加入いただいている方々です)
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右奥ピアノ前が堂上会長

税理士法人 SBL
株式会社 オクダ商店

株式会社 カームネススマイル

株式会社 ガラージュモリ

共同精版印刷 株式会社

百済書房

株式会社 ココすまいる

グループホーム どんぐり

株式会社 しあわせ家

株式会社 昭文社

シンレキエ業 株式会社 関西事業所

大不□証券 株式会社 奈良支店

戸尾建築設計事務所

奈良交通 株式会社

株式会社 奈良事務機
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■骨叶止め、響り蛹hて 11く †ニ
活動者の方々は、いろんな事情を抱えた子どもたちにも対応できるように、勉強会

を開催されています。日常的なかかわりの中で、子ども自身が気づいていない困り

ごとに気づいてくださる地域活動者の方々がいらっしゃいます。         ■1■

置中養注、大学注i=群 懇ボl号 ンティ7が・
六減il程 :||:

子どもたちを支えるには、若者たちの存在も大きな力になっています。高校生や大学生のボランティア参力0も増え

ています。地域のおばさん、おじさんだけでなく、年齢の近いお兄さん、お姉さんのかかわりもある中で、集団に入り

づらかつた子が、自分から遊びの輪の中に入れるようになりました。仲良し3人組の男の子グループは毎回
′

し 楽しみに来てくれています。

ボランティア活動を通して、自身の得意なところを活かしたり、教職を目指すなど

の将来の夢が見つかつたりした若者もおられます。

挨拶をしてくれた男の子がとて

も恥ずかしそうにしていて、女の子

はうつむき加減で声も小さく、少し

緊張した出会いの場面でしたが、遊び

はじめると、すぐに距離が縮まりました。

みんなで手をたたいて笑い合い、ボード

ゲーム部での成果を発揮して盛り上げる

ことができ、嬉しく感じました。

子どtた すo Aさん :は じめは楽しくできるか不安だっ

たけど、だんだんみんなと楽しく遊べて良

かったです。知らない人と話すのは苦手

だけど、みんなが優しく接してくれたので

L
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生活支援
コーディネーター0

頓藝

嘔目

F■

楽しく遊ぶことができました。

Bくん :みんなで協力して何かをするのが楽しかっ

たです。みんながいてくれて安心しました。

このように、子どもたちを真ん中に優しい空間や関係性が広がっています。南北に長い都跡地域では、

ふれあい会館を中心に、北は都跡公民館佐紀分館で、南は朱雀園二丁目集会所で開設されています。

詳しくは、こちらのQRコ ードを読み取つていただき、「みあと★フリー子どもの居場所マップ」をご覧

ください。

悛お問い合わせは生活支援コーディネーターまで

東エリア(概ね24号線以東)公 0742‐ 93‐3294 西エリア(概ね24号線以西)80742‐ 93‐3741

瞥餞 繭秘瞼⑧駿鍮蹴響鶴議す
奈良ヤクルト販売 株式会社

南都銀行 本店

野村證券 株式会社

株式会社 梅松園

ヒユーマンヘリテージ 株式会社

富国生命保険 奈良営業所

株式会社 堀川工務店

正木商事 株式会社

三井住友海上エイジエンシー・サービス

株式会社 関西エリア奈良支店

株式会社 ミック

遊食彩KONISHI
株式会社 ヨシケイ・ライブリー

株式会社 リールステージ

【五十音順l

令和6年 1月 1日発行 ●第59号 をもしi±lBだより 05

予抒灯

別フ.

鴨1鬱纂

子どもたちのためにと始められた活動ですが、子どもたちの笑顔は、地域の活動者の方々にとって

のエネルギーにもなっています。学生ボランティアの方々からは「みあと★フリーは私たちの居場所で

もあるね」という声も聞いています。子どもを真ん中にした居場所づくりは、地域全体を盛り上げる活動

につながっています。
,

イ



ちよ言つヒリニク・なb はじMましたノ
蟷漑猷

■サポーター0お仕事

`表

頼募集しています～

今和5年 5月 よリスタートした「ちょこっとワーク。なら」について関係者や実際に作業していただく

方々(以下 :メ ンバー)のインタビューを通して、活動内容をご紹介します。

福祉的なサポートには抵抗があるけれど、社会生活に難しさを感じている人たちを支える新しい取り

組みで、福祉制度への登録は必要ありません。一人ひとりのペースで社会に出ていかれるお手伝いをし

ています。

ひきこ七りの方々からのアンケートによると、多くの人が働く意欲亡持たれています。居場所と仕事が

セットになれば、就労へのハードルが低くなるのではないかと考えました。

将来的には、支援対象を広げることや、職種の多様化をめざしています。個々の希望やスキルを尊重し

ながら、就労へのステップとして活用していく計画です。

「ちょこっとワーク。なら」では、参加者が
｀
自分で選択できる環境を用意しています。将来に向けて現状

亡脱することをめざす人や、今の状態をキープしたい人など、利用の仕方を決めるのはその人自身です。

また、さまざまな企業と連携することで、出会いが仕事につながる可能性七広がります。新 しいアプ

ローチを通して、生きづらさを感じている人たちが一人ひとりの力を発揮できるサポート亡、より多くの人

たちに届けられることを願っています。

7月 のブiレ ーベリー狩
`ノ

の様子

収穫t rt美味tヽ
lプ |レ ーベリーバー部頂!す 3ので
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、

男性 十ヽ性t問わず豹 口ざネ3オバみ :ヽあ 仕`事で
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7月 の草メ」̀
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の様子

手鎌て
｀`
草t刈っrこ り、メ」った草t集めrt`ノ tて 'ヽます。

例えば、鎌の切ネ味の連 'ヽや草の袋への詰め方とヽ 〕っr〔 、
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うことバて
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旗・ 幕・ カップ・バッジ

曇霧野崎商店
TEL.0742-23‐ 1343 FAX.0742-27-3760

E― mail:hata@nozakLnet
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野崎旗

確定申告・相続税・資金調達
保険代理業務のご相談など

奈良の地で開業90年の実績.皆様のさまざまな疑間・ご要望に

磁 合力」で誠実にお応えいたします。

TEL 0742-22-3578 F/ヽ X10742‐ 27‐1681

税理士法人 森田会計事務所贔
MORITA

お気軽にご用命 ください

怪 自動車 ¥4,4∞/1日

普通事  ¥9.9∞ /1日

営業時間 9時～ 19時
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奈良市北之庄西町1丁 目11‐ 3TEL 1 074261‐ 5662(すずき)
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私は体調に波があります。途中で調子を崩す不安から、普通のアル

バイトには踏み出す勇気が持てませんでした。「ちょこっとワーク。なら」

だと、体調が悪い時に伝えやすいです。考えがまとまらないことも多く、

頭を使う仕事はしんどいです。逆に身体を使う作業の方が私には居心

地がいいです。せんな自分 |こ ちょうどいい仕事を通して、誰かの役に

立った実感があるのが嬉しいです。新しい友人と出会い、社会の役に

立つことができ、選択肢が広がって、世界が広がりました。
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今和 5年度より立ち上げられた共同受注チームは、まだまだできたばかり。現在の課題は、サポーター

さんとの共同作業が必要なため、受注できる仕事が限られていることです。今後の活動の広がりに向け

て、ご理解。ご協力くださる方を募集しています。「ちょこっとワーク・なら」でのお仕事に興味を持ってくだ

さる方で、メンバーを見守り、メンバーと一緒にお仕事をしてくださるサポーター、そして、企業・団体様から

のお仕事の依頼についても募集しています。

詳しくは、以下の窓□までお問合せください。

β価国餞D
奈良市若者サポートセンターRestartな ら(リスなら)

TEL 0742‐ 34‐4777
奈良市くらしとしごとサポートセンター

TEL 0742-33‐ 2315郎 l

659露
食キャンベ艤ン雛催中 ::

Q0
′ヽセットで

リーダイアルまで

皆様の暮らしのお手伝いさせていただきます

福祉用具レンタル・販売 /住宅改修

奈良ヘルスケアシステム (株)

0744-32-0902
お電話お待ちしております。

メ

サービス付高齢者住宅スター ト

生活 を支 える国 の 所 得 保 障 制 度

障 害 年 金
・国の年金制度です ・原則20～ 64歳が対象
・病気やけがで日常生活が困難な方

獅″、各獲「がん、身″.夕雛身・督・″・力′・ι:など

《無料相談受付中》 奈良市秋篠三和町1‐ 9‐ 7

090-8481-4867 あらき社労士事務所
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私はコンビニでのアルバイト経験がありましたが、しばらくひきこ

もっていたので、再開するにはハードルが高く不安な気持ちがあ りまし

た。人と接することが今でもしんどいからです。「ちょこっとワーク。なら」

だと、自分と共感できる人たちが多いので参加しやすいです。それに、

居場所で知 り合った人たちと一緒に働くというのも心強いです。次の

就労に向けて弾みをつけたいと思っています。

※サポーター登録には、つながり(ひきこもり)サポーター養成講座を受講された方

または、令和6年度以降実施予定の(仮称)共同受注チームサポーター養成講座の受講が必要です。
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“障がいのある人もない人も自然につながることのできる時間を|"を コンセプトに開催された

オータム・アミーゴ。フィエスタ。前年度はコロナ対策での規模縮小でしたが、今年度は従来どおり

の規模で令和5年 10月 22日 に奈良市総合福祉センターで開催されました。

盲導犬とのふれあいや手話などの体験ができる「アミーゴひろば」、コーラス・踊りなどの多彩な

「アミーゴステージ」、キッチンカー等の「アミーゴマルシェ」など、たくさんの人で賑わいました。

その中でフィエスタに向けて結成され、素敵な歌声を披露したアミーゴυコーラスを紹介します。

アミーが9選―ラスと‡旗?
“音楽を通じてそれぞれの人生を振り返り、誰かと気持ちを分かち合う。障がいのある人もない人もそれぞれ

違う人生を懸命に生きていて、そんな仲間の歌声だからこそ、人の心を動かす力がある"その熱い思いをのせて

「言葉」と「表現」を大切に指導してくださる飯田善広先生と仲間のコーラスがアミーゴワコーラスです。

②練習を重ねるごとに、
みんな気持ちが一つに!
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今回は3ア名の参力0で、初めての人から久々の人ま

で様々。発足当初から指導いただいている飯田先生

のもと「歌は楽しく気持ちよく。感じた思いをのせ

ていきましよう!」 と、9月 から練習がスタート1大きな

ありがとうございました。

聴く人の心に届くよう

にと、高音と低音を合わ

せたきれいなハーモニー

嵐
聡
ノ当

声で一緒に歌うこ  の練習や、曲のイメージ

とから始まりましたO  を共有することで、歌う

フレーズーつひとつにも

発声の仕方などで表情

をつけていきます。

密着取材を通じて、アミーゴυコーラスの歌声がどんどんまとまつていく過程や、晴れ

舞台でのたくさんの笑顔から、歌うこと、伝えることの楽しさを実感しました。その集大

成は今号表紙の素敵な写真につながつています。参加されたみなさま、素敵な歌声を

4鐸築
鐘尋護沐毒

1鑑鵬lはな餃
ちよこつとワークの取材で、久しぶりにMさんにお会いしました。日焼けしてたくましくなられたMさんは「障がい者として

‡炒塁翻飩炒 生きていこうと思えるようになり、夢が持てました。近々事業所利用をする予定です」とキラキラした表情で語られました。

|は鰺塚
.覆

国1社協に入職して1年と数力月の私ですが、この出来事はいつまでも忘れないと思います。(編集委員N)

発行 :社会福祉法人 奈良市社会福祉協議会

発行責任者 :事務局長 濱田 員人

〒630-8454奈良市杏町79番地の4

TEL:0742-93-3100 FAX:0742-61-0330
E―mait:hureai@narash卜shaり o.com

URL:https://M′ 、″vv.narashi‐ shakyo.com
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隠

われてついてきたのが始まりでした。先生が上手に

教えてくれるので、今でも楽しく参力□できています|

視覚障がい、車いすの方など様々な障がい

のある方と舞台で一つになれました。言語障が

いのあつた亡き夫も参力0していたことがあり、

きっと今日も一緒に歌っていると思います。

想いや気掛かりをお聞かせください。

真心を込めてお手伝いさせていただきます!

=1轟 =■
重

‐
車幸 ―・i■ iキ

奈良市法華寺町 l-5奈 良バイパスビル2階

ヽと ら奎

住み慣れた地域で      蠅蔚
必要な介護サ…ビスが選べる

一般型デイサー
.記知症対庭型デ

小規模多機能型
.■ グループホーム

介護相談センタ
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